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(百万円未満切捨て)

１．2022年３月期第３四半期の連結業績（2021年４月１日～2021年12月31日）

（１）連結経営成績(累計) (％表示は、対前年同四半期増減率)

売上収益 事業利益 営業利益
税引前

四半期利益
四半期利益

親会社の所有者
に帰属する
四半期利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

2022年３月期第３四半期 302,331 11.0 34,860 20.1 40,626 52.1 41,864 62.5 30,029 69.6 30,002 70.3
2021年３月期第３四半期 272,303 △15.6 29,026 △31.5 26,716 △39.3 25,767 △43.3 17,700 △46.1 17,621 △46.1

(注)四半期包括利益合計額 2022年３月期第３四半期 39,211百万円(△17.1％) 2021年３月期第３四半期 47,293百万円(41.1％)

基本的１株当たり
四半期利益

希薄化後１株当たり
四半期利益

円 銭 円 銭

2022年３月期第３四半期 172.41 －
2021年３月期第３四半期 100.23 －

（２）連結財政状態

資産合計 資本合計
親会社の所有者に
帰属する持分

親会社所有者
帰属持分比率

百万円 百万円 百万円 ％

2022年３月期第３四半期 562,412 396,722 395,704 70.4
2021年３月期 557,616 396,949 395,958 71.0

２．配当の状況

年間配当金

第１四半期末 第２四半期末 第３四半期末 期末 合計

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

2021年３月期 － 33.00 － 33.00 66.00
2022年３月期 － 33.00 －
2022年３月期(予想) 33.00 66.00

(注)直近に公表されている配当予想からの修正の有無 ： 無

３．2022年３月期の連結業績予想（2021年４月１日～2022年３月31日）

(％表示は、対前期増減率)

売上収益 事業利益 営業利益 税引前当期利益
親会社の所有者に
帰属する当期利益

基本的１株当
たり当期利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 395,000 6.0 41,000 0.7 46,500 32.7 48,000 29.4 35,000 31.5 201.79
(注)直近に公表されている業績予想からの修正の有無 ： 有

※ 事業利益とは、売上総利益から販売費及び一般管理費を控除して算出した日本基準の営業利益に相当するものです。

　　



※ 注記事項

（１）当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動(連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動) ： 無

新規 －社 （社名） 、 除外 －社 （社名）

（２）会計方針の変更・会計上の見積りの変更

① ＩＦＲＳにより要求される会計方針の変更 ： 無

② ①以外の会計方針の変更 ： 無

③ 会計上の見積りの変更 ： 無

（３）発行済株式数（普通株式）

① 期末発行済株式数(自己株式を含む) 2022年３月期３Ｑ 187,300,000株 2021年３月期 191,555,025株

② 期末自己株式数 2022年３月期３Ｑ 15,756,364株 2021年３月期 15,756,254株

③ 期中平均株式数(四半期累計) 2022年３月期３Ｑ 174,017,899株 2021年３月期３Ｑ 175,805,613株

2021年11月26日の取締役会決議に基づき、2021年12月１日付で自己株式の消却を行ったことにより、発行済株式総数が

4,255,025株減少しました。

※ 四半期決算短信は公認会計士又は監査法人の四半期レビューの対象外です。

※ 業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項

連結業績予想は本資料の発表日現在において入手可能な情報に基づき作成したものであり、その達成を当社として約束す
る趣旨のものではありません。また、実際の連結業績は今後様々な要因によって予想数値と異なる場合があります。当四
半期決算に関する定性的情報は、本日(2022年2月7日)公表の「2022年3月期 第3四半期(累計)業績の概要と通期業績予想に
ついて[IFRS]」をご参照ください。

(業績予想の修正について)
音源LSIなどの半導体調達難および物流の混乱などにより、商品供給不足が継続しておりますが、為替影響を要因として、
2022年3月期の通期連結業績予想を売上収益3,950億円、事業利益410億円、営業利益465億円、税引前当期利益480億円、親
会社の所有者に帰属する当期利益350億円へそれぞれ上方修正いたします。

決算説明会にて使用した資料等については、開催後速やかに当社ウェブサイトに掲載する予定です。
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１.【要約四半期連結財務諸表及び主な注記】

（１）【要約四半期連結財政状態計算書】

(単位：百万円)

前連結会計年度
(2021年３月31日)

当第３四半期連結会計期間
(2021年12月31日)

資産

流動資産

現金及び現金同等物 129,345 171,540

営業債権及びその他の債権 57,329 54,433

その他の金融資産 8,573 4,668

棚卸資産 96,803 111,816

その他の流動資産 7,871 6,117

小計 299,924 348,575

売却目的で保有する資産 1,179 －

流動資産合計 301,103 348,575

非流動資産

有形固定資産 96,142 98,735

使用権資産 22,231 21,357

のれん 160 167

無形資産 2,529 2,851

金融資産 120,058 71,105

繰延税金資産 7,407 8,217

その他の非流動資産 7,983 11,401

非流動資産合計 256,513 213,836

資産合計 557,616 562,412
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(単位：百万円)

前連結会計年度
(2021年３月31日)

当第３四半期連結会計期間
(2021年12月31日)

負債及び資本

負債

流動負債

営業債務及びその他の債務 56,915 56,493

有利子負債 7,980 7,904

リース負債 5,696 5,680

その他の金融負債 9,745 9,541

未払法人所得税 4,045 19,516

引当金 1,806 1,931

その他の流動負債 14,664 15,748

流動負債合計 100,852 116,816

非流動負債

有利子負債 387 1,380

リース負債 14,465 12,087

その他の金融負債 178 141

退職給付に係る負債 22,576 24,011

引当金 1,823 1,883

繰延税金負債 18,244 7,072

その他の非流動負債 2,137 2,295

非流動負債合計 59,814 48,872

負債合計 160,667 165,689

資本

資本金 28,534 28,534

資本剰余金 21,430 2,219

利益剰余金 337,923 389,451

自己株式 △65,086 △73,285

その他の資本の構成要素 73,156 48,784

親会社の所有者に帰属する
持分合計

395,958 395,704

非支配持分 991 1,018

資本合計 396,949 396,722

負債及び資本合計 557,616 562,412
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（２）【要約四半期連結損益計算書及び要約四半期連結包括利益計算書】

【要約四半期連結損益計算書】

【第３四半期連結累計期間】

(単位：百万円)

前第３四半期連結累計期間
(自 2020年４月１日
至 2020年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自 2021年４月１日
至 2021年12月31日)

売上収益 272,303 302,331

売上原価 △167,564 △185,794

売上総利益 104,739 116,537

販売費及び一般管理費 △75,712 △81,676

事業利益 29,026 34,860

その他の収益 1,351 6,477

その他の費用 △3,661 △711

営業利益 26,716 40,626

金融収益 1,075 3,244

金融費用 △2,024 △2,006

税引前四半期利益 25,767 41,864

法人所得税費用 △8,066 △11,835

四半期利益 17,700 30,029

四半期利益の帰属

親会社の所有者 17,621 30,002

非支配持分 79 27

１株当たり四半期利益

基本的１株当たり四半期利益（円） 100.23 172.41

希薄化後１株当たり四半期利益（円） － －

　



ヤマハ株式会社(7951) 2022年３月期 第３四半期決算短信

― 5 ―

【要約四半期連結包括利益計算書】

【第３四半期連結累計期間】

(単位：百万円)

前第３四半期連結累計期間
(自 2020年４月１日
至 2020年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自 2021年４月１日
至 2021年12月31日)

四半期利益 17,700 30,029

その他の包括利益

純損益に振り替えられることのない項目

確定給付制度の再測定 4,770 2,194

その他の包括利益を通じて公正価値で
測定する金融資産

22,244 △712

純損益に振り替えられることのない
項目合計

27,014 1,482

純損益に振り替えられる可能性のある項目

在外営業活動体の換算差額 2,741 7,479

キャッシュ・フロー・ヘッジ △164 220

純損益に振り替えられる可能性のある
項目合計

2,577 7,699

その他の包括利益合計 29,592 9,181

四半期包括利益 47,293 39,211

四半期包括利益の帰属

親会社の所有者 47,184 39,115

非支配持分 109 95
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（３）【要約四半期連結持分変動計算書】

前第３四半期連結累計期間(自 2020年４月１日 至 2020年12月31日)

(単位：百万円)

親会社の所有者に帰属する持分

その他の資本の構成要素

資本金
資本
剰余金

利益
剰余金

自己株式
確定給付
制度の
再測定

その他の包
括利益を通
じて公正価
値で測定す
る金融資産

在外営業
活動体の
換算差額

2020年４月１日残高 28,534 21,277 316,899 △65,093 － 34,183 △10,461

四半期利益 － － 17,621 － － － －

その他の包括利益 － － － － 4,770 22,244 2,712

四半期包括利益 － － 17,621 － 4,770 22,244 2,712

自己株式の取得 － － － △5 － － －

自己株式の消却 － － － － － － －

剰余金の配当 － － △11,603 － － － －

株式報酬 － 101 － 16 － － －

支配の喪失とならな
い子会社に対する所
有者持分の変動

－ 0 － － － － －

利益剰余金への振替 － － 4,770 － △4,770 △0 －

所有者との取引額合計 － 102 △6,832 11 △4,770 △0 －

2020年12月31日残高 28,534 21,379 327,687 △65,081 － 56,427 △7,748

(単位：百万円)

親会社の所有者に帰属する持分

その他の資本の構成要素

合計
非支配
持分

資本合計
キャッシ
ュ・

フロー・
ヘッジ

合計

2020年４月１日残高 67 23,789 325,409 1,040 326,450

四半期利益 － － 17,621 79 17,700

その他の包括利益 △164 29,562 29,562 29 29,592

四半期包括利益 △164 29,562 47,184 109 47,293

自己株式の取得 － － △5 － △5

自己株式の消却 － － － － －

剰余金の配当 － － △11,603 △59 △11,663

株式報酬 － － 118 － 118

支配の喪失とならな
い子会社に対する所
有者持分の変動

－ － 0 △165 △165

利益剰余金への振替 － △4,770 － － －

所有者との取引額合計 － △4,770 △11,490 △225 △11,715

2020年12月31日残高 △97 48,582 361,103 924 362,027
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当第３四半期連結累計期間(自 2021年４月１日 至 2021年12月31日)

(単位：百万円)

親会社の所有者に帰属する持分

その他の資本の構成要素

資本金
資本
剰余金

利益
剰余金

自己株式
確定給付
制度の
再測定

その他の包
括利益を通
じて公正価
値で測定す
る金融資産

在外営業
活動体の
換算差額

2021年４月１日残高 28,534 21,430 337,923 △65,086 － 71,786 1,494

四半期利益 － － 30,002 － － － －

その他の包括利益 － － － － 2,194 △712 7,410

四半期包括利益 － － 30,002 － 2,194 △712 7,410

自己株式の取得 － － － △28,006 － － －

自己株式の消却 － △19,333 △457 19,790 － － －

剰余金の配当 － － △11,501 － － － －

株式報酬 － 122 － 16 － － －

支配の喪失とならな
い子会社に対する所
有者持分の変動

－ － － － － － －

利益剰余金への振替 － － 33,485 － △2,194 △31,290 －

所有者との取引額合計 － △19,211 21,526 △8,199 △2,194 △31,290 －

2021年12月31日残高 28,534 2,219 389,451 △73,285 － 39,782 8,905

(単位：百万円)

親会社の所有者に帰属する持分

その他の資本の構成要素

合計
非支配
持分

資本合計
キャッシ
ュ・

フロー・
ヘッジ

合計

2021年４月１日残高 △123 73,156 395,958 991 396,949

四半期利益 － － 30,002 27 30,029

その他の包括利益 220 9,113 9,113 68 9,181

四半期包括利益 220 9,113 39,115 95 39,211

自己株式の取得 － － △28,006 － △28,006

自己株式の消却 － － － － －

剰余金の配当 － － △11,501 △68 △11,570

株式報酬 － － 138 － 138

支配の喪失とならな
い子会社に対する所
有者持分の変動

－ － － － －

利益剰余金への振替 － △33,485 － － －

所有者との取引額合計 － △33,485 △39,369 △68 △39,438

2021年12月31日残高 96 48,784 395,704 1,018 396,722
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（４）要約四半期連結財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

該当事項はありません。

（追加情報）

（ヤマハ発動機株式会社株式の一部売却）

第２四半期連結会計期間において、ヤマハ発動機株式会社株式の一部を売却しました。当該売却による手数料

等を控除した収入は460億87百万円です。なお、当該株式はその他の包括利益を通じて公正価値で評価する金融資

産に分類しており、当株式売却による投資有価証券売却益は発生しないため、当期利益への影響は軽微です。

（その他の収益）

（固定資産売却益）

第１四半期連結会計期間において、連結財政状態計算書の「売却目的で保有する資産」に計上していた土地

（北海道札幌市中央区）をALJ Sapporo RE2特定目的会社（東京都千代田区）に売却いたしました。本売却に伴

い、固定資産売却益として「その他の収益」に4,700百万円を計上しております。

（セグメント情報）

(1) 報告セグメントの概要

当社グループの報告セグメントは、当社グループの構成単位のうち分離された財務情報が入手可能であり、当

社の取締役会が、経営資源の配分の決定及び業績を評価するために、定期的に検討を行う対象となっているもの

であります。

当社グループは、経済的特徴及び製品・サービス内容の類似性に基づき、「楽器」及び「音響機器」の２つを

報告セグメントとしており、それ以外の事業は、「その他」に含めております。

楽器事業は、ピアノ、電子楽器、管・弦・打楽器等の製造販売等を行っております。音響機器事業は、オーデ

ィオ機器、業務用音響機器、情報通信機器等の製造販売を行っております。その他には、電子デバイス事業、自

動車用内装部品事業、ＦＡ機器事業、ゴルフ用品事業、リゾート事業等を含んでおります。

(2) 報告セグメント情報

報告セグメント情報は、次のとおりであります。

また、当社グループは、事業利益をセグメント利益としております。事業利益とは、売上総利益から販売費及

び一般管理費を控除して算出した日本基準の営業利益に相当するものです。

前第３四半期連結累計期間(自 2020年４月１日 至 2020年12月31日)

(単位：百万円)

報告セグメント
その他 合計 調整額

要約四半期
連結財務諸
表計上額

楽器 音響機器 計

売上収益

外部顧客への
売上収益

175,910 74,824 250,735 21,568 272,303 － 272,303

セグメント間の
売上収益

－ － － 185 185 △185 －

計 175,910 74,824 250,735 21,753 272,488 △185 272,303

事業利益
[セグメント利益]

23,002 5,069 28,071 955 29,026 － 29,026

その他の収益 1,351

その他の費用 △3,661

営業利益 26,716

金融収益 1,075

金融費用 △2,024

税引前四半期利益 25,767

(注) セグメント間の売上収益は市場実勢価格に基づいております。
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当第３四半期連結累計期間(自 2021年４月１日 至 2021年12月31日)

(単位：百万円)

報告セグメント
その他 合計 調整額

要約四半期
連結財務諸
表計上額

楽器 音響機器 計

売上収益

外部顧客への
売上収益

204,696 70,724 275,420 26,910 302,331 － 302,331

セグメント間の
売上収益

－ － － 241 241 △241 －

計 204,696 70,724 275,420 27,152 302,573 △241 302,331

事業利益
[セグメント利益]

29,102 1,575 30,677 4,182 34,860 － 34,860

その他の収益 6,477

その他の費用 △711

営業利益 40,626

金融収益 3,244

金融費用 △2,006

税引前四半期利益 41,864

(注) セグメント間の売上収益は市場実勢価格に基づいております。

（後発事象）

記載すべき重要な後発事象はありません。

　


